
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 保護者から頂いたコメントを記載 

 

Ａ『適切な支援の提供』について 

「できている」との評価は９１．７％ 

・子どもの成長に沿った支援をしていただいてい

る。 

・個室で待機の時間は一年を通してほぼ同じおも

ちゃで発展して何かをするという感じではない。 

 

Ｂ『保護者への説明等』について 

「できている」との評価は９０．６％ 

・回数は少ないが、一対一で悩みを相談させても

らえる機会がある。 

・一対一での話し合いが出来る時は親身になって

もらえるが、後日回答すると言われたことや、相

談メモに書いた内容は回答してもらえた事はな

い。 

 

Ｃ『非常時の対応』について 

「できている」との評価は８７.５％ 

・防災訓練の警報を過度にこわがらない様に準備

や配慮がほしい。 

 

Ｄ『満足度』について 

「満足」との評価は８６．７％ 

・毎回とても楽しみにしています。 

・楽しみにしている日もある、行きたくない日も

ある。 

 

 

Ａ『業務改善』について 

・定期的な見直しを実施し、効果的で効率的に業

務が行えるよう取り組んでいる。 

 

Ｂ『適切な支援の提供』について 

・一人一人のカンファレンスを通じて担任だけ 

でなく、園長、主任、PT、OT、Ns、心理士、ソー 

シャルワーカーも参画しながら「個別支援計画

書」を作成しチームで情報を共有し支援にあた 

っている。 

 

Ｃ『関係機関との連携』について 

・コロナ禍の中で従来ほどではないが徐々に保

育園等の関係機関との連携ができてきている。 

 

Ｄ『保護者への説明責任等』について 

・コロナ禍で親同士の集まりや交流の場は減っ

ているが、親の会や動画配信等感染対策を講じた

うえ、保護者への支援を行った。 

 

Ｅ『非常時等の対応』について 

・避難訓練は密を避けながら実施した。まだ手探

りではあるものの、今年度から不審者対応の訓練

も開始した。 

 
 
○ 保護者への説明等 

・昨年度同様、職員と保護者のコミュニケーションを図る時間や内容を改善し支援に努めたが、回数等ま

だまだ足りない部分もある。一方で保護者のピアカウンセリングや精神的な支えの体制をとるために全体

親子日を月 1回必ず実施し懇談会を設けた。また、親の会企画の「懇親会」や「先輩母の話」などコロナ

禍で実施できなかった企画を実施した。 

 

○ 非常時の対応 

・今年度より不審者対応を想定した避難訓練も開始し、より実際の災害や防犯に即したシュミレーション

やを意識して取り組んでいるが、実施内容や手法等改善の余地も多い。 

  

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

令和 4 年度         
事業所自己評価シート 

（横浜市総合リハビリテーションセンター 児童発達支援 [知的]）         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

事業所名 横浜市総合リハビリテーションセンター 

担 当 者  総務課長 河田 治朗                 

 

 

○ 一人ひとりのお子さんに適した支援の実施。 

・多職種による各種評価や対応、クラス支援に基づいてお子さんに適した支援をチームで実施し、適切な

療育プランを作成し保護者に説明し実施している。 

 

○ 保護者支援の充実 

・保護者が子どもの理解を深め安定した家庭生活を営めるように、コロナ渦であっても感染拡大防止に努

め親子通園は分散で行い保護者への支援が滞ることがないように努めた。また、動画配信の勉強会では

なかなか家で視ることができないフィードバックを受け親子日に動画を視ていただく時間を作って準備

をした。 

 

 

○プログラムがマンネリ化しないような工夫や改善と、引き続き継続的なプログラムが必要なお子さんへ

の対応など、一人一人の支援内容を更に深め検討していく。 

○ 保護者への説明 

・保護者同士または、職員とのコミュニケーションの場である懇談会を定期的に設け、保護者の相談に応

じる機会を増やしていく。タイムリーに保護者の相談に回答できるよう親子通園の体制を工夫する。 

○ 非常時対応 

・各マニュアルの改訂や実施方法の見直し、分かりやすい説明を引き続き行っていく。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 

事業所の改善点 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

今年度は、昨年度からの新型コロナ対応を活かしつつ、より工夫した行事の実施やプログラム対応を行っ

てきました。また、保護者の皆さまにも、様々な場面でご理解ご協力いただき感謝いたします。あらためて

このアンケートを通じて、多くの貴重なご意見や課題を確認することができました。すべてのご意見やご要

望にお応えすることは難しいかもしれませんが、一つ一つのご意見をしっかりと受け止め、よりお子様や保

護者の皆様が安心安全にご利用いただけるよう、今後の運営に活かしていきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 保護者から頂いたコメントを記載 

 

Ａ『適切な支援の提供』について 

「できている」との評価は９３．８％ 

・ローテーションで体を使った活動、座ってする

活動をやっているが、これはやったことがないと

思う新しいものを取り入れてみてもよいと思う。 

・クラスの子どもが好きな活動を多く取り入れて

くれていると思う。 

 

Ｂ『保護者への説明等』について 

「できている」との評価は８８．３％ 

 

 

Ｃ『非常時の対応』について 

「できている」との評価は８１.３％ 

・親も一緒に避難訓練があるのが良いと思う。 

 

Ｄ『満足度』について 

「満足」との評価は９６.９％ 

・親も子もとても楽しみに通っています。ありが

とうございます。 

 

Ａ『業務改善』について 

・定期的な見直しを実施し、効果的で効率的に業

務が行えるよう取り組んでいる。 

 

Ｂ『適切な支援の提供』について 

・一人一人のカンファレンスを通じて担任だけ 

でなく、園長、主任、PT、OT、Ns、心理士、ソー 

シャルワーカーも参画しながら「個別支援計画

書」を作成しチームで情報を共有し支援にあた 

っている。 

 

Ｃ『関係機関との連携』について 

・今年度も、コロナの影響で、本来実施していた

支援が十分できていなかった。 

 

Ｄ『保護者への説明責任等』について 

・クラスでのお子さんの状況を保護者と確認、共

有し、障害特性の理解を深めるよう努めている。 

・今年度もコロナの影響で、いつもより話し合う

時間が十分に得られていない状況であったが、限

られた時間の中で共有できるように努力した。 

 

Ｅ『非常時等の対応』について 

・避難訓練は密を避けながら実施した。まだ手探

りではあるものの、今年度から不審者対応の訓練

も開始した。 

 
 

○ 医療ケアが重篤な児や基礎疾患を持っている児も多く、日々の感染対策は満足していただいている。

感染対策の見直しを適宜行い、運営していくための対策を With コロナでどのように工夫していくのか検

討しながら実施した。 

 

○ 今年度より不審者対応を想定した避難訓練も開始し、より実際の災害や防犯に即したシュミレーショ

ンやを意識して取り組んでいるが、実施内容や手法等改善の余地も多い。 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

令和 4 年度         
事業所自己評価シート 

（横浜市総合リハビリテーションセンター 児童発達支援 [医療型]）         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

事業所名 横浜市総合リハビリテーションセンター 

担 当 者  総務課長 河田 治朗                 

 

 
○ 一人ひとりのお子さんに適した支援の実施。 
・多職種による各種評価や対応、クラス支援に基づいてお子さんに適した支援をチームで実施している。 
 
 
○ 保護者支援の充実 
・保護者が子どもの理解を深め安定した家庭生活を営めるように、コロナ渦であっても 
感染拡大防止に努め親子通園は分散で行い保護者への支援が滞ることがないように努めた。保護者教室に
おいても動画配信による提供と少人数制の施設開催も継続的に取り組んだ。 

 

○ 非常時対応については、不審者対応・火事・地震対応ともに肢体不自由児の避難対策は不十分である

ためより現実的な対策を検討していく。 

 

○ 保護者同士の交流やコミュニケーションが図れるような親子日の設定やプログラム内容の形を工夫し

て検討していく。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 

事業所の改善点 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

今年度は、昨年度からの新型コロナ対応を活かしつつ、より工夫した行事の実施やプログラム対応を行っ

てきました。また、保護者の皆さまにも、様々な場面でご理解ご協力いただき感謝いたします。あらためて

このアンケートを通じて、多くの貴重なご意見や課題を確認することができました。すべてのご意見やご要

望にお応えすることは難しいかもしれませんが、一つ一つのご意見をしっかりと受け止め、よりお子様や保

護者の皆様が安心安全にご利用いただけるよう、今後の運営に活かしていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※保護者から頂いたコメントを記載 

 

Ａ『適切な支援の提供』について 

「できている」との評価は８６．４％ 

 

 

Ｂ『保護者への説明等』について 

「できている」との評価は９０．９％ 

 

 

Ｃ『非常時の対応』について 

「できている」との評価は８１.８％ 

 

 

Ｄ『満足度』について 

「満足」との評価は８８．６％ 

 

 

Ａ『業務改善』について 

・利用児が増加しているため、特にグループ時に

部屋の広さに課題があり、工夫が必要である。 

 

Ｂ『適切な支援の提供』について 

・支援の内容については様々なプログラムを取

り入れ充実を図っている。 

 

Ｃ『関係機関との連携』について 

・ろう学校、難聴通級との連携はひきつぎや定期

的な連絡会を開催し、関連病院についても適切に

連携がとれている。 

 

Ｄ『保護者への説明責任等』について 

・行事予定や日々の連絡など、現在はプリント配

布の形で行うことが多く、今後確実に保護者に伝

達を行うよう電話以外の方法も検討する必要が

ある。 

 

Ｅ『非常時等の対応』について 

・感染症対策については徹底して行っているが、

避難訓練に関する周知についてはまだまだ不十

分な面がある。 

 

○ 「活動プログラムが固定化しないような工夫」については、療育的視点から一定程度同じプログラム

を繰り返し学習を促すこともあり、今後こうした目的についてより丁寧に保護者に説明をしていくことが

必要。 

 

○ 保護者同士の連携への支援については、感染症対策の点から保護者間の交流を限定させていただいて

いた。今後感染症の動向を鑑みながら、保護者の方々の交流の場を増やしていく。 

 

○ 緊急時対応や避難訓練の実施状況など事業所が行っている取り組みについてひきつづき保護者の

方々により丁寧な説明が必要と考える。 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

令和 4 年度         事業所自己評価シート 

（横浜市総合リハビリテーションセンター児童発達支援 [ 難聴 ]）         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名 横浜市総合リハビリテーションセンター 

担 当 者 総務課長 河田 治朗       

 

 

○ 難聴児への直接的な支援に加え、保護者支援に力を入れており、種々の保護者支援プログラムを展開

している。 

○ 利用者の利便性を鑑み Webでの保護者教室や、幼稚園保育園の先生むけセミナーも実施している。 

 

○ 医療・教育・療育機関と積極的に連携を行い一体的に難聴児への支援に携わっている。 

 

○ コロナウイルス感染症に配慮しながら療育内容をより充実させ療育形態やプログラムの再編を継続的

に行っていく。 

○ 保護者支援については異年齢のグループ間の交流や懇談会、家族教室などの機会を増やし保護者間の

交流の場を広げていく。 

○ グループ療育についての連絡や行事の出欠確認をはじめ、園としての感染症への対策や避難訓練の情

報など、今後メール配信システム等をより活用し園の取り組みについて利用者へのきめ細やかで確実な

情報伝達に努める。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 

事業所の改善点 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

今年度は、昨年度からの新型コロナ対応を活かしつつ、より工夫した行事の実施やプログラム対応を行っ

てきました。また、保護者の皆さまにも、様々な場面でご理解ご協力いただき感謝いたします。あらためて

このアンケートを通じて、多くの貴重なご意見や課題を確認することができました。すべてのご意見やご要

望にお応えすることは難しいかもしれませんが、一つ一つのご意見をしっかりと受け止め、よりお子様や保

護者の皆様が安心安全にご利用いただけるよう、今後の運営に活かしていきたいと思います。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 保護者から頂いたコメントを記載 

 

Ａ『適切な支援の提供』について 

「できている」との評価は１００．０％ 

・月 2 回の集団療育なのに子どもの特性をしっか

り把握されていて驚きます。 

・毎回いろんな製作やプログラムを楽しみにして

います。 

 

Ｂ『保護者への説明等』について 

「できている」との評価は９４．４％ 

・保育園での対応等についても相談にのってくだ

さり、保育園や家庭生活において過ごしやすくな

りました。 

・保護者教室は定期的にあるが、時間が短いため、

連携まではできていない。 

 

Ｃ『非常時の対応』について 

「できている」との評価は９２．２％ 

・実際に外階段で避難する訓練を行った。 

 

Ｄ『満足度』について 

「満足」との評価は９８．０％ 

・非常に楽しみにしています。（家以外で一番） 

・とても満足しています。 

 

 

Ａ『業務改善』について 

・定期的な見直しを実施し、効果的で効率的に業

務が行えるよう取り組んでいる。 

 

Ｂ『適切な支援の提供』について 

・日々の振り返りと期ごとのカンファレンスで

個々の特性に合わせた支援を検討し、「個別支援

計画書」を作成している。コロナ禍の中、対応を

工夫し、プログラムを柔軟に設定した。 

 

Ｃ『関係機関との連携』について 

・コロナ対策を行いながら療育参観を実施する

事ができた。園訪問についても限られた時間の見

学にはしたものの別途電話等で情報共有する時

間をもつ事が出来た。 

 

Ｄ『保護者への説明責任等』について 

・コロナ対策を行いながら、限られた時間内で保

護者懇談を設け、お子さんの状況等を確認、共有

できるよう努めた。 

 

Ｅ『非常時等の対応』について 

・各種マニュアルは整備されており、職員には周

知徹底されているが、緊急時の対応等わかりやす

い形で保護者との共有が必要。 

 

 

○ 今年度は利用希望の候補児が多く、クラスによっては頻度を調整することで多くの方が利用できるよ

うに対応したため、限られた登園回数だった方には保護者との情報共有について不十分な面もあった。 

 

○限られた療育の中で療育目標や支援方法、また家庭や地域生活においてもタイムリーに対応できるよ

うに役割分担なども含め、ニーズに応えられるよう検討していく。 

 

○ 緊急時、防犯、に関する対応の説明を、より丁寧にわかりやすく実施していく。 

 

 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート（ぴーす新横浜） 令和 4年度         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

事業所名 横浜市総合リハビリテーションセンター 

担 当 者  総務課長 河田 治朗         

 

 

○ 保護者の方との情報共有については、当日の療育参観や懇談の進行の工夫以外に、連絡票の書面 

の改訂など引き続き検討していく。 

 

○ 療育の目的がわかりやすい集団療育プログラムを引き続き検討していく。 

 

○ 緊急時の対応など、分かりやすい形態で保護者の方と共有できるようにする。 

分析・検討してみて… 

事業所の改善点 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

今年度は、昨年度からの新型コロナ対応を活かしつつ、より工夫した行事の実施やプログラム対応を行っ

てきました。また、保護者の皆さまにも、様々な場面でご理解ご協力いただき感謝いたします。あらためて

このアンケートを通じて、多くの貴重なご意見や課題を確認することができました。すべてのご意見やご要

望にお応えすることは難しいかもしれませんが、一つ一つのご意見をしっかりと受け止め、よりお子様や保

護者の皆様が安心安全にご利用いただけるよう、今後の運営に活かしていきたいと思います。  

○ 一人ひとりのお子さんに適した支援の実施 

・療育プランを作成し、保護者の意向も踏まえ、一人ひとりのお子さんの支援計画を作成し、それに基

づいて他部門と連携し、お子さんに適した支援を実施している。 

○ 保護者支援の充実 

・各種勉強会の実施、定期的な面談等を通して、お子さんに対する理解を深めていただき、より良い療

育効果が発揮できるよう努めている。 

○ 他職種との情報共有を行い、クラス支援の実施 

・他職種とも定期的に情報共有を行うことにより、多方面からの支援体制が確立できている。 

○ 地域連携 

・園訪問や就学時の引継ぎなど地域で安心して生活していけるように理解を広め地域生活のサポータ

ーを増やせるように努めている。 

○ 就学後の継続的な支援 

・地域生活への支援と共に、学齢期を継続的に支援する事で幼児期の療育をより良い支援に出来るよう

に努めている。 

事業所の強み 


